
 
 

浅川の河川整備計画に関する基本的な考え方 
 

 

 

 浅川を含む長野圏域河川整備計画の計画対象期間を認可後20年間とする。 

 

 この20年間に実施する浅川の治水対策として、河川改修、ため池の治水利用、（仮称）檀田遊

水地、（仮称）田子遊水地を長野圏域河川整備計画に位置付ける。これらの対策の実施により

下流部においては約１／６０、上流部においては約１／３０の治水安全度を確保する。 

さらに、千曲川合流点付近固有の問題解決のため、内水対策も河川整備計画に位置付ける。 

 

 今回の整備計画期間の後に次の段階として目指すべき治水安全度を１／１００とし、その具体

的な方策については、多くの住民の合意のもとにさらなる治水安全度の向上が図られるよう検

討を続ける。 

 

 

・河川整備計画の目標とは別に、実質的な治水安全度を向上させるため、流域対策に関する調査研究を進め、

森林整備・各戸貯留など、定性的にではあってもその効果を見込めるメニューについては関係機関と連携し、

県として積極的に取り組む。 
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